
整
備
、
排
水
設
備
等
の
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

上
下
水
道
施
設
の
災
害
時
に
お

け
る
機
能
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
力
を
生
か
し
、
未
来
を

拓
く
産
業
と
仕
事
づ
く
り
を
通
じ

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
市

を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

農
業
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
等

に
よ
る
農
家
戸
数
の
減
少
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。
新
規
就
農
者
の
支

援
や
担
い
手
確
保
を
積
極
的
に
進

め
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、「
山
形
村
短

角
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た

め
、
安
定
し
た
生
産
出
荷
体
制
の

整
備
な
ど
、
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
支
援
し
、
短
角
牛
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

守
り
育
て
、
そ
の
多
面
的
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
適
切
な
森
林
整

備
を
推
進
し
ま
す
。
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
ナ
ラ
枯
れ
に
対
し
、
被
害

木
の
計
画
的
な
伐
採
・
処
理
等
を

強
化
し
ま
す
。
地
元
材
の
利
用
拡

大
、
生
産
施
設
の
整
備
支
援
、
市

有
林
の
公
売
等
を
通
じ
た
原
木
の

安
定
的
な
確
保
対
策
等
に
よ
り
特

用
林
産
物
で
あ
る「
木
炭
」や「
原

木
し
い
た
け
」
の
生
産
基
盤
強
化

や
担
い
手
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
低
迷
が
続
く
水
産

資
源
の
現
況
を
踏
ま
え
、
漁
業
経

営
の
安
定
に
資
す
る
養
殖
事
業
の

安
定
化
・
拡
大
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
漁

獲
量
総
量
規
制
の
動
向
も
注
視
し
、

種
苗
放
流
な
ど
「
つ
く
り
育
て
る

漁
業
」
も
展
開
し
ま
す
。

　

道
路
・
港
湾
等
の
各
種
基
盤
整

備
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
機
能
強

化
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
国
道
２
８
１
号
「
案
内

～
戸
呂
町
口
工
区
（
仮
称
）
下
平

ト
ン
ネ
ル
」
の
早
期
完
成
、
構
想

路
線
「（
仮
称
）
久
慈
内
陸
道
路
」

の
早
期
実
現
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
国
・
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
道
整
備
は
、
冠
水
対
策
や
幅

員
狭
小
箇
所
の
解
消
に
計
画
的
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
通
学
環
境
の

改
善
に
向
け
た
歩
道
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
湾

口
防
波
堤
は
、
国
・
県
に
対
し
て

着
実
な
整
備
と
早
期
完
成
を
強
く

訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

起
業
者
や
事
業
者
へ
の
支
援
と

し
て
は
、
必
要
な
知
識
を
習
得
す

る
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
の
開
催
、

融
資
制
度
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
ま

た
、
環
境
の
変
化
を
と
ら
え
た
新

た
な
事
業
活
動
の
誘
致
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
内
に
立
地
し
て

い
る
企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

若
者
の
地
元
定
着
、
移
住
・
定

住
策
と
し
て
は
、
地
域
ぐ
る
み
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
や
研
究
機
関

と
の
連
携
を
通
じ
て
雇
用
の
確
保

と
従
業
員
の
所
得
及
び
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
事
業
者
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
向
け

た
新
た
な
『
Ｕ
40
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
支
援
事
業
補
助
金
』
を
創
設
し

若
者
の
移
住
を
促
し
ま
す
。

　

観
光
誘
客
に
つ
い
て
は
、
久
慈

秋
ま
つ
り
や
琥
珀
・
恐
竜
化
石
等

の
資
源
を
磨
き
上
げ
、
誘
客
展
開

を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、豊
か
な
自

然
や
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
、
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
等
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
教
育
旅
行
・
体
験
型

観
光
の
充
実
を
図
り
、交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

駅
前
を
含
め
た
中
心
市
街
地
の

活
性
化
・
に
ぎ
わ
い
の
創
生
に
向

け
、
既
存
施
設
の
連
携
強
化
、
鉄

道
の
利
用
促
進
、
商
店
街
等
が
取

り
組
む
イ
ベ
ン
ト
支
援
や
空
き
店

舗
解
消
に
向
け
た
補
助
事
業
等
を

実
施
し
ま
す
。

　

脱
炭
素
を
通
じ
た
経
済
・
環
境

対
策
と
し
て
、
浮
体
式
洋
上
風
力

発
電
は
、
雇
用
の
拡
大
等
、
地
域

に
対
し
て
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

す
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
関
連
産
業
の
集
積
や
地

元
企
業
の
参
入
促
進
、
久
慈
港
の

機
能
強
化
な
ど
事
業
効
果
の
最
大

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
、
県
と

連
携
し
た
案
件
形
成
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、　

市
民
に
寄
り

添
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

短
期
中
期
長
期
の
事
業
目
標
を
設

定
し
、
進
捗
を
市
民
と
共
有
し
な

が
ら
、
久
慈
を
共
に
作
り
上
げ
る

環
境
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

国
・
県
と
連
動
し
、様
々
な
施
策

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で

経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、
物

価
高
騰
対
策
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
に
向
け
た

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
活
用
に
よ

る
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
幅
広

い
世
代
の
意
見
を
市
政
に
反
映
す

る
た
め
、
市
政
情
報
の
発
信
と
広

聴
機
会
の
創
出
に
よ
り
、
共
に
作

り
上
げ
る
「
チ
ー
ム
久
慈
」
の
市

政
運
営
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
再
建
と
久
慈
市
の
未
来
へ

の
投
資
と
い
う
相
反
す
る
課
題
に

立
ち
向
か
う
た
め
に
、
私
自
身
が

積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と

す
る
既
存
の
施
策
に
よ
る
収
入
増

加
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
施
策
を

展
開
す
る
た
め
に
も
、
国
・
県
・
民

間
と
の
連
携
を
密
接
に
し
て
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
心
躍
り
、
未
来
へ
の
期
待
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
作
り
上
げ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
徹
底
現
場
主
義

を
貫
き
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話

や
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
市
民
一

丸
と
な
っ
た
「
チ
ー
ム
久
慈
」
を

築
き
上
げ
、
先
頭
に
立
っ
て
各
種

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

久
慈
市
財
政
が
危
機
的
状
況
に

あ
っ
て
も
、
様
々
な
努
力
を
重
ね
、

安
心
と
喜
び
あ
ふ
れ
る
暮
ら
し
に

向
け
、
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

久
慈
市
を
誰
も
が
幸
せ
を
実
感

し
、
心
躍
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、

選
挙
公
約
と
し
た
四
つ
の
柱
に

沿
っ
た
市
政
運
営
の
方
針
と
主
要

な
施
策
を
申
し
述
べ
ま
す
が
、
新

た
な
施
策
は
、
財
政
健
全
化
と
財

源
確
保
が
前
提
と
な
る
こ
と
を
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　　

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
と
未
来

を
広
げ
る
教
育
の
実
現
と
、
安
心

し
て
子
育
て
を
で
き
る
市
を
目
指

し
ま
す
。

　

給
付
型
奨
学
金
の
導
入
や
中
学

校
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化

の
検
討
を
進
め
、
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
、
情

報
機
器
を
活
用
し
た
教
育
環
境
整

備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
社
会
人

と
な
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
総

合
的
な
力
「
生
き
る
力
」
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
・
行

政
が
連
携
し
た
支
援
体
制
は
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
必
要

で
あ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
の
醸
成
、

地
域
を
担
う
人
材
育
成
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
体
験
活

動
や
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
を
提

供
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

充
実
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

推
進
、
地
元
へ
の
理
解
を
深
め
る

地
域
教
育
、
郷
土
芸
能
や
伝
統
行

事
な
ど
地
域
文
化
の
継
承
・
発
信
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
維
持
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

医
療
と
防
災
を
強
化
し
、
い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

医
療
体
制
の
確
保
は
、
医
師
確

保
等
に
向
け
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
続
け
る
と
と
も
に
、
救
急

医
療
体
制
の
充
実
、
医
療
・
リ
ハ

ビ
リ
・
介
護
・
相
談
体
制
の
連
携

強
化
、
予
防
医
療
の
充
実
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
介
護

体
制
の
充
実
や
介
護
予
防
に
つ
な

が
る
体
操
・
講
座
の
支
援
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
産
後
・
療
育
等

の
子
ど
も
の
成
長
に
寄
り
添
う
伴

走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
す
べ
て
の
家
庭
が
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
を
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ク
マ
等
の
被
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

被
害
防
止
と
、
緊
急
時
に
お
け
る

「
緊
急
銃
猟
」
等
に
よ
り
適
切
に

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
種
災
害
へ
の
対
策
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
や
津
波
避

難
訓
練
の
実
施
と
と
も
に
、
避
難

所
・
避
難
場
所
の
見
直
し
や
自
動

車
避
難
の
渋
滞
解
消
な
ど
、
市
民

の
生
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
防
災
活
動
の
中
核
的
な
役

割
を
担
う
消
防
団
員
の
確
保
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
等
を
支
援
し
、

訓
練
・
講
習
会
を
通
じ
た
活
動
環

境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

洪
水
対
策
は
、
堤
防
整
備
や
河

道
掘
削
等
を
引
き
続
き
県
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
小
屋
畑
川
の
河

川
改
修
事
業
の
着
実
な
進
捗
に
向

け
て
県
と
連
携
・
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

　

浸
水
対
策
は
、
雨
水
排
水
路
の

　

久
慈
市
長
と
し
て
市
民
の
負
託

に
こ
た
え
久
慈
市
の
発
展
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

久
慈
市
の
財
政
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
危
機
的
状
況
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。
従
前
の
運
営
を
続
け
れ

ば
、
令
和
12
年
度
に
は
収
支
赤
字

の
発
生
が
見
込
ま
れ
、
次
年
度
の

収
入
で
赤
字
補
填
す
る
「
繰
上
充

用
」
を
行
え
ば
赤
字
額
は
雪
だ
る

ま
式
に
増
大
し
、
数
年
で
財
政
破

綻
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
大
幅

な
歳
出
削
減
と
歳
入
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
事
務
事
業
を

精
査
し
て
歳
出
水
準
・
人
件
費
の

適
正
化
、
公
共
施
設
の
見
直
し
と

再
編
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に
よ
る
歳

入
確
保
な
ど
財
政
健
全
化
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

市
長 

所
信
表
明
演
述

　

6
月
11
日
、
第
23
回
久
慈
市
議
会
定
例

会
議
に
お
い
て
、
中
平
均
市
長
が
所
信
表

明
演
述
を
行
い
ま
し
た
。
演
述
の
内
容
を

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

第
２
の
柱

医
療
・
防
災
・
福
祉

  

第
３
の
柱産業

・
雇
用

  

第
１
の
柱

子
ど
も
支
援

  

第
4
の
柱

行
政
運
営
・
財
政
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